
漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
２
月
）

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
、
当
初
は
開
催
を
自
粛
さ
れ
る

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
通
常
の
開
催
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
、
Ｗ
ｅ
ｂ
と
会
場
で

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
な
ど
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
２
０
２
２
年
２

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

●
一
般
財
団
法
人
日
本
漢
方
医
学
教
育
振
興
財
団

　
「
漢
方
医
学
教
育
Ｓ
Ｙ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
２
０
２
２
」

日　

時　

２
月
11
日
（
金
・
祝
）
午
後
３
時
～
午
後
７
時

会　

場　

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
３
階
：
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
平

河
町
２
─４
─１
）、
Ｗ
ｅ
ｂ
同
時
配
信

内　

容　

【
受
賞
講
演
】

　

奨
励
賞
「
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
対
象
と
し
た
漢
方
医
学
教
育
」

（
近
畿
大
学
東
洋
医
学
研
究
所
）
武
田　

卓

　

功
労
賞
「
漢
方
医
学
の
基
本
的
な
考
え
方
を
日
本
の
全
医
学
部
で
教
え
る
活
動
」

（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
総
合
診
療
内
科
）
松
田
隆
秀

【
漢
方
医
学
教
育
研
究
助
成
・
２
０
１
８
年
度
最
終
報
告
】

　
〈
一
般
研
究
〉

　
「
ｉ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
重
要
処
方
お
よ
び
漢
方
診
断
推
論
学
習
法
の

開
発
」

（
三
重
大
学
附
属
病
院
漢
方
外
来
）
髙
村
光
幸

　
「
漢
方	Problem

	Based	Learning

（PBL

）を
基
に
し
た
学
術
発
表
に
よ
り

得
ら
れ
る
医
学
生
の
学
び
」

（
東
北
大
学
病
院
総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部
・
漢
方
内
科
）
髙
山　

真

　
「
体
験
型
漢
方
実
習
の
教
育
効
果
：
質
問
紙
法
に
よ
る
検
証
」

（
群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
総
合
医
療
学
）
佐
藤
浩
子

　
「
医
学
、
歯
学
、
看
護
学
で
連
携
し
た
漢
方
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
」

（
鹿
児
島
大
学
医
歯
学
総
合
研
究
科
国
際
島
嶼
医
療
学
）
網
谷
真
理
恵

　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し
た
授
業
で
の
効
果
的
な
指
導
法
の
確
立

─
反
転
授
業
を
利
用
し
た
学
生
の
タ
イ
プ
別
の
漢
方
理
解
度
お
よ
び
興
味
喚
起
の
阻

害
因
子
の
検
討
」

（
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
和
漢
診
療
学
）
並
木
隆
雄

　
〈
グ
ル
ー
プ
研
究
〉

　
「
薬
理
学
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
活
用
し
た
漢
方
医
学
教
育
の
試
み
」

（
宮
崎
大
学
医
学
部
看
護
学
科
臨
床
薬
理
学
）
柳
田
俊
彦

　
「
漢
方
医
学
教
育
向
上
の
た
め
の
よ
り
効
果
的
な
腹
診
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
活
用
法
」

（
明
治
薬
科
大
学
臨
床
漢
方
研
究
室
）
矢
久
保
修
嗣

【
総
合
討
論
】

　
「
医
学
部
に
お
け
る
漢
方
教
育
の
在
り
方
～
医
学
生
に
わ
か
り
や
す
い
漢
方
教

育
を
目
指
し
て
～
」

　
〈
指
定
講
演
〉

　
「
漢
方
教
育
の
課
題
と
展
望
」

（
広
島
大
学
医
学
部
附
属
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
）
蓮
沼
直
子

主　

催　

日
本
漢
方
医
学
教
育
振
興
財
団

後　

援　

文
部
科
学
省
、
日
本
医
師
会
、
日
本
東
洋
医
学
会
、
日
本
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
、
日
本
病
院
総
合
診
療
医
学
会
、
日
本
漢
方
生
薬

製
剤
協
会
、
神
奈
川
県
立
産
業
技
術
総
合
研
究
所

協　

力　

日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
開
発

問
合
せ　

日
本
漢
方
医
学
教
育
振
興
財
団
☎
０
３
・
６
２
０
６
・
０
０
６
３

E-m
ail

：kanri@
jkm

e.or.jp　

担
当
：
山
口
・
藤
岡



●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
２
月
月
例
研
究
会

日　

時　

２
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
例
会

内　

容　

食
養
講
義
：「
益
寿
薬
膳
」
続
き
、
平
成
薬
証
論
解
説
：「
黄
芩
」
に
つ

い
て
、
繁
用
処
方
解
説
：「
血
熱
が
関
与
す
る
疾
患
の
治
療
」
続
き
、

皇
漢
医
学
：
第
２
巻
261
ペ
ー
ジ
４
行
目
か
ら

解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
：
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８
FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
31
期
２
月
講
座

日　

時　

２
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
（
先
着
75
名
ま
で
）
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

（
人
数
制
限
な
し
）　

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館
（
京
都
市
山

科
区
）

内　

容　

第
１
講
：
基
礎
編
温
裏
薬
（
松
田
三
好
）、
第
２
講
：
処
方
解
説
温

裏
剤
（
高
橋
宏
和
）、
第
３
講
：
腎
臓
内
科
領
域
に
お
け
る
漢
方
の
役

割
（
小
野
孝
彦
）

事
務
局　

京
都
薬
科
大
学
生
薬
分
野
内
：
京
都
市
山
科
区
御
陵
四
丁
野
町
１

FAX
０
７
５
・
５
９
５
・
４
７
６
８

●
第
27
回
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
２
月
講
座

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
必
須
研
修
認
定
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

２
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
55
分

　
　
　
　

会
場
受
講
（
先
着
申
し
込
み
30
名
ま
で
）
と
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
受
講
（
人
数
制
限
な
し
）
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
致
し

ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下

さ
い
。（
申
し
込
み
な
し
の
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

会　

場　

飯
田
橋
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ル
（
東
京
都
新
宿
区
市
谷
船
河
原
町
11
、Ｊ
Ｒ

中
央
線
飯
田
橋
駅
徒
歩
５
分
）

内　

容　

漢
方
の
初
歩
：
歴
史
３
戦
国
・
後
漢
の
医
学
（
鈴
木
達
彦
）、
処
方
解

説
：
処
方
６
洗
肝
明
目
湯
（
三
室　

洋
）、
康
治
本
傷
寒
論
解
説
69

（
中
川
智
代
）、
特
別
講
座
：
心
と
漢
方
（
益
田
総
子
）

連
絡
先　

二
宮
理
摩
：
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
９
２

E-m
ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
第
48
期
東
海
漢
方
協
議
会
２
月
講
座

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
必
須
研
修
認
定
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

２
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
15
分

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修

内　

容　

誰
に
も
分
か
る
漢
方
基
礎
：
四
診
と
経
絡
Ⅰ
（
林　

誠
一
）、
診
断
学

「
臓
腑
弁
証
Ⅱ
」（
平
野
美
生
）、
傷
寒
論
解
説
（
太
田　

晃
）

事
務
局　

大
晃
生
薬（
有
）内（
名
古
屋
市
千
種
区
）☎
０
５
２
・
７
２
２
・
２
２
０
５

●
第
41
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会
漢
方
家
庭
医
講
習
会

・
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
講
座
1.5
単
位
［
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
19

（
身
体
機
能
の
低
下
）
0.5
単
位
、
83
（
相
補
代
替
医
療
漢
方
医
療
を

含
む
）
1.0
単
位
］

日　

時　

２
月
19
日
（
土
）
午
後
７
時
半
～
午
後
９
時
半

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

内　

容　

講
演
「
口
の
衰
え
と
漢
方
─
未
病
と
し
て
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
考
え
る

─
」、対
談
「
す
ぐ
に
役
立
つ
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
治
し
方
」（
演
者
：

山
口
孝
二
郎
、
石
川
友
章
（
対
談
）

共　

催　

日
野
市
医
師
会
、
多
摩
市
医
師
会
、
ク
ラ
シ
エ
薬
品（
株
）

後　

援　

東
京
都
医
師
会
、
新
宿
区
医
師
会

事
務
局　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
☎
／
FAX
０
４
２
・
５
９
１
・
６
０
５
０

E-m
ail

：jim
@
kam

po-ikai.jp



●
日
漢
協
漢
方
総
合
講
座
（
第
31
回
）
２
月
講
座

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
必
須
研
修
認
定
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

２
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

ワ
イ
ム
貸
会
議
室
赤
坂
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
プ
ラ
ザ
地
下
１
階（
東
京
都
港

区
赤
坂
２
丁
目
３
─５
赤
坂
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
プ
ラ
ザ
Ｂ
１
Ｆ
）

内　

容　

漢
方
の
基
礎
理
論
：
五
行
説
（
小
山
直
弥
）、
生
薬
解
説
：
柴
胡
・
半
夏

（
八
木
多
佳
子
）、「
生
薬
の
薬
能
を
科
学
す
る
」（
牧
野
利
明
）、「
日
本

漢
方
と
中
医
学
の
違
い
」（
根
本
幸
夫
）

事
務
局　

日
本
漢
方
協
会
：
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６
階

☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日（
月
～
木
）午
前
10
時
～
午

後
４
時
迄E-m

ail

：j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp

●
柿
田
塾
２
月
度
定
例
会

　
「
２
月
の
柿
田
塾
定
例
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止

の
た
め
、
中
止
と
致
し
ま
す
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

的
と
す
る
文
を
い
い
ま
す
。

「
症
例
報
告
」
は
、
会
員
が
経
験
し
た
症
例
の
治
療
経
過
を
報
告

す
る
も
の
で
、
漢
方
的
な
治
療
方
法
が
読
者
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
明
瞭
な
報
告
を
期
待

し
ま
す
。
原
著
論
文
以
外
は
厳
密
な
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

場
合
に
よ
り
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

原

著

論

文

１
．
構
成
は
、
は
じ
め
に
（
緒
言
）、
研
究
対
象
及
び
方
法
、
結

果
、
考
察
、
結
論
、
参
考
文
献
の
形
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
表
題
、
著
者
名
、
所
属
、
要
旨
、
５
つ
以
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
い
ず
れ
も
英
文
及
び
和
文
で
記
述
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
別
紙
に
、「
本
論
文
の
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
で
あ
り
、
投

稿
中
で
も
な
い
」
旨
を
明
記
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
全
員

の
署
名
捺
印
に
日
付
を
付
し
て
、
編
集
企
画
委
員
会
宛
と
し
て

く
だ
さ
い
。

引

用

文

献

引
用
文
献
は
原
則
20
篇
ま
で
、
本
文
末
尾
に
一
括
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
雑
誌
の
場
合
〉

著
者
名
：
題
名
、
雑
誌
名
、
巻（
号
）、
該
当
頁
、
発
行
年

（
例
）
漢
方
太
郎:

周
術
期
深
部
静
脈
血
栓
症
に
対
す
る
桂
枝
茯

苓
丸
料
エ
キ
ス
の
予
防
効
果
、
臨
床
漢
方
、
54（
２
）、
Ｐ
236
～

投

稿

規

定
（
２
０
２
１
年
８
月
改
訂
）

投
稿
の
資
格
及
び
受
付
原
稿

１
．
投
稿
資
格
は
原
則
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

（
共
同
著
者
も
同
様
。
但
し
、
行
事
報
告
及
び
予
告
な
ど
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
）

２
．
原
稿
は
、
論
文
・
総
説
・
論
説
・
症
例
報
告
・
行
事
報
告
及

び
予
告
・
随
想
・
そ
の
他
漢
方
医
学
に
関
係
す
る
も
の
す
べ
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

原
稿
の
字
体
は
、
常
用
漢
字
に
基
づ
く
字
体
（
通
用
字
体
）

と
し
、
旧
字
体
・
簡
体
字
・
繁
体
字
は
原
則
用
い
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。

３
．
本
誌
掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
東
亜
医
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

４
．
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
本
協
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
患
者
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
指
針
」
を
遵
守
し
て
下
さ
い
。

論
稿
の
区
分

「
論
文
」
と
は
、
漢
方
医
学
の
あ
る
分
野
の
研
究
成
果
を
公
表
す

る
も
の
で
、
一
般
論
文
と
原
著
論
文
と
が
あ
り
、
他
誌
に
未
発

表
の
も
の
で
す
。

「
総
説
」
と
は
、（
東
洋
医
学
の
）
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
す
で
に

公
表
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
知
識
を
新
た
に
加
筆
修
正
し
、
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

「
論
説
」
と
は
、
漢
方
医
学
に
関
す
る
事
物
の
解
説
や
説
明
を
目
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